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2025年3月期第1四半期 業績の概要
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2025年3月期第1四半期 連結経営成績

１ 株 当 た り

純 利 益

親会社株主に
帰 属 す る

四半期純利益

経 常 利 益営 業 利 益売 上 高

20.00円
380

(△23.3%)
492

(△17.2%)
316

(△34.6%)
9,748

(△7.2%)
2025年3月期
第1四半期

25.52円
496

(△38.7%)
594

(△47.0%)
484

(△44.2%)
10,502

(△12.9%)
2024年3月期
第1四半期

売上
• 中国市場で需要の回復が見られるものの、米国および欧州市場では厳しい受注環境が継続し、
売上高は前年同四半期比7.2％減の９７億４千８百万円となりました。

利益
• 営業利益は３億１千６百万円(前年同四半期比34.6％減)、経常利益は４億９千２百万円（同17.2％減）
となりました。四半期純利益は投資有価証券売却益２億２千８百万円を計上しましたが、３億８千万円
（同23.3％減）となりました。

単位：百万円 （ ）内前期比
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連結業績概要【前年同期比】

単位： 百万円、比率％

対前期比2025年3月期

第1四半期実績

2024年3月期
第1四半期実績

率差異

△7.1△5236,8777,400射 出 成 形 機

△34.8△220411632周 辺 機 器

12.72462,1861,939部 品

△48.3△256273529金 型 ・ 中 古 機

△7.2△7539,74810,502売 上 高 合 計

△13.5△4993,1883,688売 上 総 利 益

△10.4△3312,8713,203一 般 管 理 販 売 費

△34.6△167316484営 業 利 益

△17.2△102492594経 常 利 益

△23.3△115380496親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益
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連結売上高(セグメント別)増減 [2024/3期1Q⇒2025/3期1Q]

0

5,000

10,000

15,000

24/3期1Q 日本 欧米地域 アジア地域 25/3期1Q

△753百万円10,502 9,748

外部顧客への売上高の増減

・需要は増加に転じ
ているものの、見極
め姿勢が強く、引合
から受注に至るまで
の期間が長期化

・中型・大型・特殊
機等の高単価の
需要が堅調

・自動車関連、ＩＴ関
連が堅調

＋369 △1,877

＋754

百万円

アジア地域
1,781

欧米地域
5,498

日 本

3,222

アジア地域
2,536

欧米地域
3,620

日 本

3,591
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連結売上高(製品別)増減 [2024/3期1Q⇒2025/3期1Q]

0

5,000

10,000

15,000

24/3期1Q実績 成形機 周辺機器・金型等 部品 25/3期1Q実績

△476△523
＋246

射出成形機

周辺機器

部 品

金型等

射出成形機

周辺機器

部品

△753百万円10,502 9,748

周辺 △220
金型等 △256

金型等

百万円
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連結営業利益(製品別)増減 [2024/3期1Q⇒2025/3期1Q]

△ 100

0

100

200

300

400

500

24/3期

1Q実績

成形機 周辺機器、金型等 部品 管販費 25/3期

1Q実績

2024.3期1Q 3,203

2025.3期1Q 2,871

管理販売費減331=増加に作用
主な内訳…
給料手当△141、機械販売手数料△181、
減価償却費＋91、等

＋56

△428

営業利益

営業利益

316

484

△127

△167百万円484 316

＋331

百万円
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連結営業利益(セグメント別)増減 [2024/3期1Q⇒2025/3期1Q]

△ 200

0

200

400

600

日本 欧米地域 アジア地域 合計

（セグメント間取引消去前）

369

104 145

327

△187

558

△32

△291

＋93

51

△230

△230百万円558 327

401

欧米地域

24/3期1Q 25/3期1Q

日本

25/3期1Q
セグメント利益

24/3期1Q
セグメント利益

アジア地域
24/3期1Q 25/3期1Q

合計
24/3期1Q 25/3期1Q
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連結営業利益 ～セグメント間取引消去

0

200

400

600

セグメント利益 セグメント間取引消去 セグメント間修正 連結営業利益

（財務諸表 記載額）（セグメント間取引消去前）

販売子会社
未実現利益

営業利益
316

セグメント利益
327

その他連結修正

△10 △1

各工場 期ズレ調整▲49､他

ＮA △58
NPC ＋79
ＮPT △14、他

△11百万円327 316
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連結経常利益の増減 [2024/3期1Q⇒2025/3期1Q]

0

200

400

600

800

1,000

24/3期1Q実績 営業利益変動 為替影響 その他営業外収支 25/3期1Q実績

＄円レート： 期初 ￥ 151.41 ⇒ 6/末 ￥161.07
元円レート： 1/初 ￥ 19.93 ⇒ 3/末 ￥20.83

△167 ＋51 ＋14

経常利益

594 経常利益

492

その他増減

営業利益減による
利益減小

24/3期1Q 為替差益 5

25/3期1Q 為替差益 56

△102百万円
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トピックス
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2024.4.23-.4.26ＣＨＩＮＡ ＰＬＡＳ ２０２４ に出展

展示会情報

▲ 医療用
ポケットナイフ

（金属射出成形）
▲携帯電話スピーカー部品
(竪型インサート成形)

 世界最大規模の出展及び集客があるプラスチック総合

展ＣＨＩＮＡ ＰＬＡＳ ２０２４が２０１８年以来６年ぶりに上海

で開催。市場ニーズの掘り起こし、新規顧客獲得の場と

位置付け、中国生産機３機種を出展しました。太倉工場、

海塩工場の２拠点生産体制により中国市場を重要視す

る当社の姿勢を紹介するとともに、中国経済をけん引す

る自動車向け、医療向けへの最適機種とソリューション

技術の提案を行いました。

▲NEX110VT-9EF

TH40EⅣT5VE
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2024.5.6-5.10

展示会情報

ＮＰＥ２０２４ に出展

 フロリダ州オーランドで開催されたＮＰＥ２０２４に出展。

新型コロナウイルスの影響により６年ぶりの開催となった

今回のNPEでは、アメリカで初披露となるＦＷＸ７６０Ⅲを

はじめ、ＦＮＸⅣ、ＮＥＸⅤなど、計７台の成形機を展示し、

また環境特設ブースにおいて生分解性樹脂ＰＬＡで成形

したサンプル等を展示いたしました。当社ブースには、

２０１５年の ＮＥＸ８０プラモデル成形実演以来の１，０００名

超えの来場があり、非常に活気に満ちた展示会となりました。

タッパー

木粉入りPLA材料を使用しカトラ
リーの成形を実演。100％植物由来
の材料の安定成形及び当社独自技術
としてのPLAに木粉をブレンドする
技術のアピール

３色成形を行い、タッパー本体、蓋、
仕切り板の3種製品を金型システム
(1台の成形機)だけで、成形・組立・
取り出しを実施

PLAカトラリー

▲FNX180Ⅳ-36A▲FNX360Ⅴ-100LE
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本資料に掲載されている当社の業績予想、見通し、重点戦略につきまし
ては、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、
今後様々な要因により予想と異なる結果となる可能性があります。


